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2.1.3. 教育活動概要 
(a) 卒業論文概要 
大橋 研斗 
 
ネットワーク負荷を考慮したセンサデータ処理手法の応用システムの検討 
センサネットワークシステムにおいて，中間ホストと呼ぶ組織内の PC を用いてデータを解
析し，外部ネットワークに送信することでネットワーク負荷の軽減を行う手法が提案されてい
る．本研究では，中間ホストに適したシステムの性質を考察し，これに基づいた実験環境を実
装した．評価実験の結果，想定した特性をもつシステムにおいて，中間ホストによるデータ解
析は有効であることが確認できた． 
菊池 貴弘 
 
相互監視による高信頼度分散システムの障害復旧機能の実装 
高信頼な分散システムを実現するための手法の一つとしてハートビートによる相互監視シス
テムがある．これまでは，相互監視のためのハートビート発信機能について研究が進められて
おり，障害検知後の復旧機能については検討されていなかった．そこで，本研究では障害が発
生したと判断されたアプリケーションを再起動する機能の実装を試みた． 
今  隼太 
 
既存照明設備のための可視光通信アダプタ 
本研究では，従来提案されていた可視光通信を用いたアプリケーションの普及を図るために，
既存照明設備の改修を必要とせずに可視光通信を実現する可視光通信アダプタとアダプタに情
報を書き込むための脱着可能な無線モジュールを提案する．それらを用いた実験から，無線モ
ジュールを介して情報をアダプタに書き込みが可能であり，また，LED 電球を通して受信端末
に正確に情報が伝達できることを確認した． 
千葉 巧人 制御フローグラフを利用したハートビート発生ルーチンの挿入手法 
信頼度の高い分散システムを実現する手法のひとつとしてハートビートによる相互監視シス
テムがある．高い信頼度を実現するためには，監視対象のアプリケーションにハートビート発
生ルーチンを適切に挿入し，ハートビートを定期的に発信させる必要がある．そこで，ハート
ビート発信箇所の偏りをなくし，ハートビートの発信間隔を一定にするため，制御フローグラ
フを利用したハートビート発信ルーチンの挿入手法を提案した． 
千葉 裕介 
 
ペトリネットを用いた組込みシステムの解析法に関する考察 
大規模化・複雑化した組込みソフトウェアの開発手法の一つとしてモデルベース開発が注目
されている．そこでは，開発工程の分析・設計段階においては主に UML が用いられるが，UML
のもとでは解析が十分に行えない．そこで，本研究では，ペトリネットのもつ解析能力を組込
みシステム開発に活かせることができるかどうかを考察した． 
續石 拓郎 
 
可視光通信における照明機器のための位置情報管理システム 
既存の LED 照明機器を改修なしで可視光通信機器として利用するための可視光通信アダプ
タが開発されている．本研究では，多数の照明機器へ同アダプタを導入する際の作業コストな
らびにヒューマンエラーを低減することを目的として，照明機器の位置を自動的に算出し，簡
便な操作でそれらの情報を任意の機器に書込むことが可能な位置情報管理システムを提案し
た． 
堀江 佑太 
 
XML 形式のソースコード構造モデル変換を用いた C 言語用静的解析ツールの開発 
コードレビューを支援するために，静的解析ツールの研究・開発が行われてきた．しかし，
市販されている静的解析ツールは，決まった形式の不具合箇所を検出することを目的としてい
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るため，拡張性が低いという問題がある．そこで本研究では，中間表現として汎用性の高い XML 
形式を用いた C 言語用静的解析ツールを考案し，実装・評価を行った． 
 
(b) 博士(前期)論文概要 
蔡  明鋭 
 
観測対象者に応じたセンサデータ処理手法に関する研究 
センサを用いて取得した観測対象の加速度データなどを外部のホストにおいて解析・処理し，
行動推定を行うシステムでは，センサの増加に伴うネットワークへの負荷の増大が問題となる．
この問題に対しては，センサの近辺において適切にデータを処理し，ネットワークに流すデー
タ量を削減することが有効である．しかし，センサの置かれる環境は多様であり，処理の方針
をあらかじめ設定することは困難である．そこで本研究では，センサノード近辺に存在するホ
スト（中間ホスト）における，異なる観測対象を考慮した知的・自律的なセンサデータ処理手
法を提案し，プロトタイプシステムを用いた実験と評価を行った． 
 
(c) 博士(後期)論文概要 
該当無し 
(d) 講座所属学生が第一著者として査読ありの論文誌掲載論文一覧 
該当無し 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) 蔡 明鋭，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“環境の差異を考慮したセンサデータ処理手法の一検討”，     
第 145 回 DPS 研究会，Vol. 2010-DPS-145，No. 33，2010 年 11 月． 
2) 堀江佑太，福原和哉，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“XML 形式を用いた C 言語用静的解析ツールの開発”, 
情報処理学会第 73 回全国大会，5L-4，2011 年 3 月．  
3) 今隼太，續石拓郎，新井義和，今井信太郎，猪股俊光，“既存照明設備を利用した可視光通信による位置情報提
供システム”，電子情報通信学会 2011 年総合大会，ISS-P-226，2011 年 3 月． 
4) 大橋研斗，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“ネットワーク負荷を考慮したセンサデータ処理手法の応用シス
テムの一検討”，電子情報通信学会 2011 年総合大会，ISS-P-227，2011 年 3 月． 
5) 千葉巧人，菊池貴弘，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“相互監視による高信頼度分散システムの実現―監視
信号の発生方式と障害発生手法―”，電子情報通信学会 2011 年総合大会，ISS-P-253，2011 年 3 月． 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
1) （のんびびり Q）今 隼太，千葉裕介，齋藤大貴，清水 遥，ET ソフトウェアデザインロボットコンテスト 
2010，東北地区大会総合優勝，2011 年 9 月 23 日 
2) （モノクロアウト）堀江佑太，鈴木 広大，田中一穂，畑中美智子，ET ソフトウェアデザインロボットコンテ
スト 2010，東北地区大会総合 3 位，2011 年 9 月 23 日 
 
2.1.4. その他の活動 
該当無し 
 
